
　
一
八
歳
で「
心
の
花
」に
入
会
し
、印
東
昌
綱
に
師
事
。以
来
八
八
歳
で
没
す
る
ま
で
若
々
し
い
作
品
を
作
り
続
け
、九
冊
の
歌
集
を

残
す
。素
材
は
日
常
に
求
め
な
が
ら
も
、私
性
を
排
し
人
間
や
世
界
の
本
質
に
迫
る
独
特
な
作
風
を
持
つ
。女
人
短
歌
会
に
発
足
か
ら

参
加
し
、歌
壇
で
も
活
躍
。掲
出
歌
は『
玻
璃
』（
昭
和
三
三
年
）所
収
。人
物
の「
手
」に
の
み
注
目
し
、そ
の
手
の
美
し
さ
に
裏
切
り
の
予

感
を
抱
く
。手
が
持
つ
の
は
瑞
々
し
い
命
の
象
徴
で
あ
る「
桃
」。物
の
存
在
感
を
歌
の
中
に
強
く
残
す
の
も
特
徴
。
　
　
　
　（
清
水
）

14
　

桃
む
く
手
美
し
け
れ
ば
こ
の
人
も
或
は
わ
れ
を
裏
切
り
ゆ
か
ん

真
鍋
美
恵
子
　（
明
治
三
九
～
平
成
六
）

　
富
岡
鉄
斎
を
祖
父
に
持
ち
、一
六
歳
で
信
綱
に
師
事
し
た
冬
野
は
、瞬
く
間
に
そ
の
才
能
を
現
し
た
。し
か
し
、結
婚
し
夫
妻
で
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
に
身
を
投
じ
て
い
た
間
は
短
歌
と
距
離
を
置
く
。プ
ロ
レ
タ
リ
ア
運
動
崩
壊
後
、歌
作
を
再
開
す
る
が
、映
画
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
の
夫
と
上
海
に
渡
り
わ
ず
か
三
五
歳
で
亡
く
な
る
。掲
出
歌
は
死
後
編
ま
れ
た
歌
文
集『
空
は
青
し
』（
昭
和
一
六
年
）所

収
。五
六
首
の
上
海
詠
は
冬
野
の
生
涯
を
傾
け
た
傑
作
。中
で
も
こ
の
歌
は
日
本
的
伝
統
美
と
エ
キ
ゾ
チ
ズ
ム
の
融
合
が
見
事
。（
清
水
）

13
　

南ナ
ー
チ
ン
ル

京
路
の
夜
の
カ
フ
ヱ
に
小
猫
ゐ
て
す
ゐ
つ
ち
よ
と
遊
ぶ
秋
と
な
り
ぬ
る

富
岡
冬
野
　（
明
治
三
七
～
昭
和
一
五
）

　
先
日
、奈
良
を
通
っ
た
と
き
、周
り
の
山
々
が
霞
ん
で
い
た
。
そ
の
と
き
掲
出
歌
が
思
い
出
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
昼
過
ぎ
で
も
あ
っ

た
。
こ
の
歌
か
ら
は
春
が
す
み
の
奥
に
隠
さ
れ
た
大
和
の
土
地
の
持
つ
力
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
佐
美
雄
は
若
い
頃
フ
ラ
ン
ス
に
憧

れ
た
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
佐
美
雄
は
『
植
物
祭
』
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
世
界
を
幻
想
す
る
と
こ
ろ
を
離

れ
て
や
が
て
は
日
本
の
風
土
に
根
差
し
た
短
歌
を
更
新
し
て
い
く
よ
う
に
な
る
。
歌
集『
大
和
』（
昭
和
一
五
年
）よ
り
。
　
　（
服
部
）

12
　

春
が
す
み
い
よ
よ
濃
く
な
る
真
昼
間
の
な
に
も
見
え
ね
ば
大
和
と
思
へ

前
川
佐
美
雄
　（
明
治
三
六
～
平
成
二
）

　
佐
賀
県
に
生
ま
れ
、
長
崎
高
等
商
業
卒
。
長
く
実
業
界
で
活
躍
し
た
。
大
正
八
年
「
心
の
花
」
入
会
。
新
井
洸
に
師
事
。「
曙
会
」

の
一
員
と
し
て
、
石
榑
千
亦
の
影
響
を
受
け
た
。
こ
の
二
人
の
先
人
そ
れ
ぞ
れ
の
流
れ
を
汲
む
叙
情
歌
と
叙
景
歌
に
特
長
が
あ
る
。

右
は
そ
の
叙
景
歌
の
一
首
（『
山
郷
』
昭
和
三
八
年
）。
安
藤
に
は
滝
を
詠
ん
だ
秀
歌
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、こ
の
歌
で
は
動
詞
が
多
く
、

一
首
に
勢
い
を
与
え
て
い
る
。
日
本
青
年
館
で
の
全
国
大
会
に
お
け
る
、「
安
藤
寛
、百
歳
！
」
と
の
挨
拶
は
記
憶
に
鮮
し
い
。（
黒
岩
）

11
　

落
ち
き
た
る
滝
の
と
ど
ろ
く
勢

い
き
ほ

ひ
は
杉
生
に
ふ
る
ひ
暗
く
地
を
揺
る

安
藤
寛
　（
明
治
二
五
～
平
成
五
）
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